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人 文 学 報
である｡ ｢なかば薬草家,なかば運勢鑑定家｣との言葉にふれて,すぐに想い浮かぶ書物があ
































病気に対して, この書物がかなりの情報を提供する (第九十三,｢救民妙薬抄｣)｡たとえば ｢咽
ど はれいた やままゆ さん し し
喉腫痛む (時の)薬｣としては,｢山蚕の黒焼を絹につつみ含てよし,山梅子 (くちなし)一味
すげ



















































日碩峯散人序/古くは宋版あり)が元和年間 (1615-1624) に和刻刊行されたことは8), のちのい















































いちはやく図示の対象となっている13)｡ ちなみに寛永九年 (1632)版の 『大ざっしよ』のその





















人 文 学 報
なお,『願生輯要』が稿成って後,ほぼ同じ雑書批判が益軒の未刊稿本 『慎恩録』(竹田家蔵)

































口上は17世紀前半の寛永期の袖珍本 『大ざつしよ』20) にすでに見られ, しだいにこの書物の
つくり手たちの新版発覚口上の常套句となってゆく21)｡
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大 雑 書 考 (横山)
以上暫見したように,大雑書をめぐっての人々の態度,あっかいについては,同時代に書か









大雑書は17世紀前半に ｢大ざっしよ｣ と題されて世に出はじめて以来, あれこれの批判を




1) いわゆる ｢古 『大ざっしよ』｣の時代｡この一群の大雑書の呼称は橋本寓平氏の命名に
















人 文 学 報
なわち享和元年 (1801),敦賀屋九兵衛ら大坂の四書韓が刊行した 『寓歳大雑書』がそれであ




















もない｡いきなり, この書物の根幹をなす範噂である十干と十二支が並ぶ｡十干は ｢甲 乙｣
の日の吉凶解説から始まる｡｢此日かねをつかはず たからをおさめず 蔵をひらかず 木をさら
し はしめ
す かたなわきざしはもの (刃物)をもとめす 灸針せす 牛馬のりやうぢ (療治)仕初るにわろ
し｣｡そのあと,｢つかふべき事｣として,｢神仏の事 むこよめとり くすりをのみはじめ 物た
しゆつぎやう しやうぐん
ち 出 行 弟子下人牛馬もとむるに よし｣とある｡ 続いて ｢暦の次第｣と題して,｢大将軍｣
としとくじん
や ｢わうぽん (黄幡神)｣,｢歳徳神｣,｢ひようび (豹尾神)｣,｢どくう (土公神)｣の解説やその方
位の吉凶が説かれる｡ たとえば歳徳神は,｢八将神の母なり かたちうつくしく 心をだやか也
名をは はりさい女 (頗梨采女)といふ 此方もちゐてくるしからす｣と｡ さらに,｢こよみの中
段｣として,建築吉日の ｢たっ (建)｣から,｢いっれにも不用｣の ｢とづ [閉]｣にいたる十
二直,その他,｢ざうさくにわろ｣き ｢天火｣の日,｢たねをまか｣ざる ｢地火｣の日,｢とう
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大 雑 書 考 (横山)
し (冬至)｣など8種の日の意味,そして ｢こよみ下段｣として,出行,移従,祝言によくな
い ｢わうまう (往亡)日｣のほか,｢めっ (滅)日｣,｢十し (死)｣といった ｢大あく日｣など,
計 14の要注意日の意味が説かれる｡ 以上が冒頭部｡ この基本暦注から入る構成は,後の大雑
書にも引き継がれる｡
以下,暦下段のさらに外にならぶような吉日や悪日が並ぶ｡たとえば吉日では,最上の大吉
日とされた ｢大みやう日｣,月一度の大吉目である ｢鬼宿日｣,蔵開きや売買に吉の ｢如意ほう
じゆ (宝珠)日｣,万物が湧き出る ｢高値日｣,祈痔によい ｢三ほう大吉日｣など15種,悪日


















の冒頭に ｢物たちに吉日をえらふ事 但すみよしざっしよと名付也｣として,｢正 四 七 十月｣,
｢二 五 八 十一月｣,｢三 六 九 十二月｣の三組に分け,各組ごとに一日から月末まで,日ごと
の善悪が,｢寓よし｣,｢たからをまうくる｣,｢いさかひ事有｣,｢病事有｣などと記されている｡
｢住吉雑書｣なるものが世に行われていたか｡方位にかかわることでは,｢あたらしき物をきて
むかふかたの事｣ として ｢春-たっの方よし夏-ひっしの方よし---｣ といった記述がある
(第七十三)｡




人 文 学 報
時の事｣,｢破軍のくりやうの事｣といった並び｡破軍星は北斗七星の柄杓の柄の端にあたる星｡
凶方である｡ その月ごとの方位を簡便に知る方法が記されている (但,要口伝補足)｡さらに,
















位では,｢ゆきかたの事｣ として ｢ねの日- ひかしへゆけ-たからをえる にLへゆけ-さけ
をのむ--･｣といった条や,月ごとに変わる ｢女人産の時に向かふ方｣,月ごとに12万位の吉










を ｢とら う･ミむま･丑未辰成 ･さる とり･い ね｣の時に五分割｡計二十五枠に,｢立 ･
みやう ばつ ぎやう とく
命 ･罰 ･刑 ･徳｣ のいずれかの ｢綻｣が配当され,各錠の意味するところが説かれている｡
たとえば,甲乙の日の寅卯の時は ｢立｣｡｢立｣の時とは,｢諸神国土こんりうの時也故にだう












































人 文 学 報
後者に出ているとでも言おうか｡ たとえば,雅俗の境をまたぐようなことがらとして,『大ざ
つしよ』に宮廷の宗廟である伊勢への参宮によくない年齢を教える条がある｡ 表面は抑制であ








｢大あく日の事｣として,｢春三月さのえね さのとい 名を八りう日といふ 夏三月 ひのえね ひ
のとい 名を七りう日といふ--｣ との記述は,『董茎内伝』の ｢四季悪日｣(巻二,三十一)と
同様の干支日をあげながら,それらの意味づけが,つぎのようになる｡ ｢右此日- ひん日 こ
く日 めっ日 もつ日大火目 たうこ日 きもう日 わうまう目 らうしゃく日天火 地火日とて 大
あく日なり｣と｡ このような,悪目よろずひとまとめの傾向は吉日にもあらわれている｡ 典型
例は,『大ざつしよ』上巻前半の吉日列挙の筆頭に ｢大みやう日 (大明日)｣なるものが登場す
ることである (第十一)Oまず,その干支日が列挙される｡｢さのえ さる むま とらたっ｣から

















大 雑 書 考 (横山)




切帳消しといった特別扱いはうかがえない 36)｡ なお,続道蔵所収 『許真君玉匝記』(1433序)
には大明吉日はない｡おそらく16世紀ころ,中国に大明吉日がはやり,それが日本にはいり
大明日となり,時を経て質的に転換させられるとともに ｢安倍清明伝｣とされたか｡大明日は


















































と｡母倉は ｢春-いの日 ねの日夏-とらの日 うの日秋-たっの日 いぬの日 冬-さるの日
とりの日 うしの日 ひつじの日｣である｡ 解説に日く,｢天より万のものをあはれむ事 母の子
をおもふごとくの日なり ゆへにぼさう日といふ 尤大吉日也 万みなさまたけなからんもの也
此日十の日の内に亥の日の一つ-ちう日 (垂日)なれ-しうげん (祝言)はとけ事をいむべし
其外の九つ-余の月にある時ハたとひさはり有なり共 母倉日にあたる月におゐて-つねの法
をそむき吉日なるへきなり｣ と｡ この両日は,『欽定協紀弁万苦』(1741)がいずれも 『天資




｢正七月- 三 十一 十九 二十七日 二八月- 二 十 十八 二十六日 三九月---｣と年間48
日をあげ, ｢右此目方成就せず もししいておもひ立- 災難其身にきたるなり｣ と説いてい
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大 雑 書 考 (横山)
る39)｡
さらに,いわゆる暦占や方位占とは別の項目が加わっていることに注目したい｡まず,下段




















の ｢善悪｣14丁にわたる｡ ちなみに冒頭の ｢さのえ｣生まれについての記述は,つぎのとお
り｡ ｢かうさくあきなひみやつかへ (宮仕え)してよし--上の人-はうLになりてよし 中の
人-みやづかへにえんあり下の人-神につかへてよし春の生れ-大ふく有 日の食大豆五斗有
--若くてハひんなれ共 老てふくあり前世-をはり (尾張)の国のねずみ也 其時の印にかた
の上わきの下にほくろ有 是をわりてわたにぬりて本明星をまつるべし来世にてハ長者と生る



















































たんげつ ぢよげつ そく たいそう







年中の邪気をはらふと也 此水は年男くむもの也 年男は唐土にては方相氏といふなり [行頭]
禁裏にては主水っかさ くみて天子に奉る也｣ と｡ あるいは,｢屠蘇酒は屠蘇散といふ薬をもみ
の袋に入 除夜より井の中につり元朝取あげ酒にひたし一家のこらず少年よりのみ初め老人に










































そして ｢裁縫門｣｡第 1節で一部引用した ｢疾病門｣｡以下,｢鋤灸門｣,｢出行鴇旅門｣,｢農稼
門｣,｢奴僕門｣,｢売買門｣と続き,酒や味噌造りの日取りを説く ｢食類門｣,さらに ｢神仏門｣,












大 雑 書 考 (横山)
































これらの特徴を,すこし詳しく見ておきたい ｡ まず,神国意識について｡ 最も目立っのは,
口絵冒頭に日本記神代巻にもとづき ｢天磐戸神楽之図｣がかかげられ,天照が内から閉ざす岩
































いは,｢夢はんじ｣ の吉夢の場合や (112オ頑,同ク,15ウ頑,116オ頑),人相指南中の ｢貴尊




は がため きそは じめ
とえば,｢歯固｣や ｢着衣始｣といった正月吉日の宮廷行事につき,｢殿上の御行ひなりとい
へいに人ノ いハひことふ
ヘビも食服-人間肝要の道なれば平人たりとも祝 寿くべきなり｣ (52オ)｡ あるいは, 日蝕に
つき,｢帝王も恐れ慎みたまふとあれバまして平人の身に-万事深くつつしむべき事なり｣(10
オ),｢三月塞の方位｣は陰陽家が ｢深く恐れ｣,天文家が ｢忌事｣であるゆえ ｢万に用ゆべか
らず｣(16ウ), また正月の注連縄の起源を論じ,｢町人百姓の家居も正月は神在すゆゑ是を引
-.11-














｢民草の家も高間がはらなればはらひきよむぞあらいそのなみ｣ (86オ)｡ また ｢仮の四神相応
の地の事｣ と題する項もあり,｢凡町屋などの小狭さ所にて-四神相応の地-えらみがた｣ い
としながらも, ｢なりがたき地-地まつり終て後,地曳の時地の正中および東西南北に活き土


























(42ウ頑 ｢風の雑占｣),｢鶴 仰 て噂-はれなりうつむきて暗とき-雨降しるし也｣(100ウ頑 ｢風
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の｣もそれを踏襲するが (111オー 112オ),別に頭書第九十四 ｢食物製造秘伝｣には,｢乾蕨｣,
｢奈良漬｣,｢納豆｣,｢柚餅子｣,｢魚烏糟潰｣など二十数品の製法が実行可能な詳しさで説かれ,
製造日については,特定の干支日をあげずに ｢六月頃｣ とか ｢寒中に｣ といった緩やかさに












大 雑 書 考 (横山)
オ)｡第百二十四の ｢妊娠中好食物｣もさらに具体的な食養生を教える (151ウ-152ウ)｡





























































(第五十三 63オ), 米相場に投機して家督を失う人を戒めて, ｢人間の命とする米穀をもって博









ふれた ｢清鈍｣のほか,｢柱立｣や ｢棟上｣といった式行事の次第 (第六十二～六十五),｢移従｣
そうもつ
については,日選びのほか ｢一番 水,二番 火｣から ｢六番 雑物,七番 主人｣までの服



































よし｣ と解釈する (第十四歳徳神図説 9ウ)｡同様に,十干は ｢むかし大境といふ人｣が ｢北
斗星の運動を見て｣制作したものとして,それらを牛頭天皇の子孫としては説かず,陰陽説に
かたど
よる解説に終始する (第二十暦之上段十干の解 19ウ)｡また ｢十二支を禽獣に象｣ることも ｢甚
だ非なり｣とし,それらは ｢十二宮の配当の禽獣をとりて浮屠氏薬師の十二神将に用ひた｣ま
ほし










































｢第五十二 暦下段日並の吉凶の解｣で ｢悪日｣とされた ｢歳下食日｣について,つぎのよう
に述べる｡｢此日-天狗星といふ悪星ありて六十日めに一度づっ人間界へ下り食する日なりと
いへり奇怪の説ながら古よりいひ来れば忌べきも可なるべし｣ (56ウ)と｡あるいは,出陣,
出行の ｢悪日｣とされた ｢往亡日｣について｡ これは,我が国でも戦国期を中心に,その真偽
をめぐり論議のあったところであるが45),この大雑書の編者も ｢末の武帝｣があえてこの日を
-50一

















拭を勧める｡ たとえば,中国の観音敦が伝来して ｢元三大師良源作｣とされた ｢宝我｣のとり
かたは,｢真に凶を転じて吉とし禍を避て福にむかふの宝我なれば心に少しも疑惑の念なく一
心に信心をこらしてとるべきものなり｣ と (第二百二 奥1ウ)｡同様の記述は,｢諸葛孔明馬前
占｣ なる時の吉凶判断法の説明にもみられ, ｢疑念あればあたらず｣ とする (第百三十八 189
まじなひ











またこれらの黒丸日のひとつに ｢空亡日｣がある｡ それは ｢人々一代用ひざる日｣｡まず人の
生まれ年の干支が 12段5行に仮名で表示され,その左に ｢乙亥｣から ｢甲子｣まで12の空亡
日の干支が漢字表記され,各人,自分の生年からそれぞれの空亡日を引き出せるようになって
いる (62ウ)｡ このようなマトリックス表示としては,はかに,第百十三 ｢年々年徳神金神八
将神方位練やう｣(126オ)や第百十四 ｢月々暦の中段練やう｣(126ウ)が目立っ ｡ 方位に関し
ても簡便な一覧表示がなされる｡たとえば ｢産の時忌べき方｣として9項目が一挙に注記され
上里il一
人 文 学 報
る｡ ｢大陰神の方 大将軍の万 歳殺の万 金神の方 天-神の方 月塞 日塞 時ふさがり破軍のけ
んざき右の方にむかひゆめゆめ産すべからす忌べし忌べし｣と (78ウ)｡同様に,家造りの場





































































































































人 文 学 報
度認められる｡つまり,大雑書へのこだわりがあったということである｡ この多数を構成する
4類型,｢寡筆尚占型｣,｢中筆持占型｣,｢多筆崇雅型｣,｢中筆書仏型｣のうちでも,とくにあ





























































物,願事,出行,他言,柄,夢｡),また,人相を説く ｢和相図解秘訣 女之部｣と ｢手相独稽古｣｡
-里rZ→

























































こ よみ の わ け









































































































一冊は内題 『新撰賓暦大雑書』で後表紙に明治三十六年 (1903)の墨書あり｡ もう一冊は内題
『増補賓暦大雑書』で,嘉永年間に一度,明治末年に再度装を改められ,その時に書かれた外
題 ｢賓暦大害書 全｣が前表紙に｡訪問の目的が節用集探訪にあったため,これら2点の精査







































































令, さらには背景に神仏があると意識されるほどの, いわゆる神通力を発揮しうる (と自他共
にみとめる)人であった場合には, その力を引き出し,言葉とかたちを与える媒介として大雑
書は格別の役割を果たしたと言える｡なお,これら諸例に共通する使われ方としては,やはり
第一に,生年から五性を繰る六十図が挙がる｡ ただ, ｢増補もの｣ や ｢大冊もの｣ の事例に
偏ったためか,それをもとに一生の禍福を占うとはいえ,運の定め,従うべLと断定するだけ




































































































































































られる由)｡普段は,仏壇とは別の ｢まう棚 (守り棚)｣に ｢奉把｣しておき,当人が亡くなると
棺に入れてしまうという習慣もそのまま続いていた｡したがって,県立博物館宮古分館蔵の稲
村賢敷文庫本や平良市総合博物館蔵の岡本恵昭氏収集本は,例外的に残ったものである67)0












































大正六年 (1917)二月十五日の 『琉球新報』に,中頭郡具志川村 (覗,貝志川市)役場から
-RIX-
大 雑 書 考 (横山)
｢氏名不詳男一人｣につき ｢公告｣が出された｡同村内民家の物置小屋で ｢死亡致居候｣につ
き,｢心当ノ者ハ当役場へ申出スへシ｣とのこと｡ ｢男｣の特徴はつぎの如し｡すなわち,｢齢
二十四位 体格肥 身丈五,一位 (5尺 1寸,約155cm)頭髪五分 顔色蒼白色 耳不通 著衣ツムギ
一枚 ネルノ下着一枚 所持品 懐中時計-ケ現金四十五銭也 高島易談二冊 永代宝暦神開発大雑
書大成外六冊 (ノート共)フロシキ一枚 鳥打帽-ケ｣と｡ 死体が発見されたのは半月前のこと｡
縁者が見つからず,役場としては ｢仮埋葬｣するはかなかった故の措置｡｢公告｣は十六,十














































アーネスト･サトウの 『蔵書目録 全』によれば,サトウは 『江戸大節用海内蔵』と 『永代節
用無尽蔵』の2点の大冊節用集とともに,『永代大雑書寓暦大成』を購入している (3点とも同
目録 ｢字書韻書類｣に記載)｡後者の値は ｢一両｣ とある73)｡ この永代大雑書は,現在大英図書







本中興武将略伝｣と ｢京都知恩院末｣寺の一覧,それに次ぐのが ｢早見略年代記｣である｡ そ
して, うっすらとした手沢は,｢本朝年代要覧｣のうち南北朝期,｢東山泉涌寺｣,｢日蓮宗之
部｣,｢関東寺院之部｣の各丁下端に認められるばかりである｡また,香川大学神原文庫に蔵さ
れている 『金烏玉兎図解』は,『蓋違内伝』の抄物であるが,サトウの蔵書印に加えて ｢英 王
堂蔵書｣,すなわち英国公使館に近かった言語学者B.H.チェンバレンの蔵書印がある｡ サト
ー72-






トさえ備えたようである｡ ｢英訳 三世相 永代大雑書寓暦大成｣の絵入草稿ノートが,昭和五
十四年 (1979)の 『安土堂書店目録』第六号に ｢小泉八雲遺品として｣出たと,橋本寓平氏が





























































大 雑 書 考 (横山)











を表したい｡平成8- 10年度 基盤研究 (A)(1)｢久米島における東アジア諸文化の媒介
事象に関する総合研究｣ (08309006),平成 11- 13年度 基盤研究 (A)(1)｢前近代久






3) 橋本万平 『大ざつしよ』こつう豆本 108,日本古書通信社,1994,60-65ページ｡
4) 時代はやや降るが,方法的に参考になるものとして,たとえばっぎの二点を参照｡小池淳一
｢津軽のサンゼンソウ - 書物の印象と伝承- ｣ 『世間話研究』 第七号 (1997);横山俊夫










9) 野間光辰校注 『日本永代蔵 世間胸算用 西鶴織留』岩波書店,1991,100ページ｡






人 文 学 報
14) 益軒会編 『益軒全集』第七巻,益軒全集刊行部,1911,815-816ページ｡
15) 九州史料刊行会編,井上忠校訂 『益軒資料』第七集,1961,59ページ｡
16) 小池淳一 ｢生活知識の近世的一形態｣(弘前大学人文学部 『文経論叢』第29巻第3号人文学科
篇 ⅩⅠⅤ,1994所収),67-72ページ｡同 ｢大雑書と民俗研究｣(橋本寓平,小池淳一編 『寛永九
年版 大ざっしよ』岩田書院,1996所収解説二),216-223ページ｡













22) 橋本寓平 ｢古 『大ざつしよ』の分類と系統｣私家版,1995.3.13,1ページ｡














31) 下出積興 ｢解題｣(『神道大系 論説編十六 陰陽道』神道体系編纂会,1987所収),7-9ペ-ジ｡
32) 早くは,小池淳一氏が指摘｡前掲,小池論文 ｢生活知識の近世的一形態｣(弘前大学 『文経論
叢』第29巻第3号所収),78-80ページ｡
33) 『禁秘抄考証 拾芥抄』(『新訂増補 故実叢書』第十三回,明治図書出版 吉川弘文館,1952所
収),508-525ページ｡
34) 本文で略したものは以下のとおり｡｢さのとの ひっし み とり･ひのえ むま たっ ･ひのと
う ひっし うし･つちのへ たっ ･つちのと とり み う ひっし･かのえ むま たっ いぬ さ
る･かのと ひっしとりい･みつのへ とらむま さるたっ｣
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38) 前掲 『欽定協紀弁万苦』巻五,義例三,｢天赦｣,｢母倉｣参照｡増補もの 『大雑書』の母倉日
は 『歴例』の記述に近い｡








理書 (-)名古屋版 『晴雨考』｣2000.2.11から ｢同 (六)｢秘事 ･秘法｣本 (-)『拾玉智恵海』系
統｣2000.ll.24に至る6冊｡













二百九 本朝年歴早練や,第百十一 養生門で ｢年中養生長生の方を集｣として,食忌,薬湯,戻
事慎みもふくめ一年を通じての養生カレンダーを掲げていることにも出ている (115オ120オ)｡
48) 横山俊夫,小島三弘,杉田繁治 『日用百科型節用集の使われかた』京都大学人文科学研究所調














人 文 学 報
56) 平山敏治郎校訂,編集 『大和国無足人日記』上下,清文堂出版,19880
57) 服部武喬 『聞入雑記』(南部叢書刊行会編 『南部叢書 十』歴史図書社復刊,1971,所収)351
ページ｡
58) 朝日新聞社刊,1953,4ペー ジ｡梶山雅史氏のご教示に謝す.




62) 佐喜真興英 ｢霊の島々｣(同 『女人政治考 ･霊の島々』(佐喜真興英全集),新泉社,1982所
収)や長滞和俊 ｢奄美のトキ双紙について｣『南日本文化』第4号 (1971)所収をはじめ,近年
のものでは,中鉢良護 ｢王府の暦をめぐる諸問題｣『沖縄文化』第28巻 1号 (1993.1)所収;田
畑千秋 『奄美の暮しと儀礼』第一書房,1992;渡名喜明編 『琉球列島における宗教関係資料に関





63) 上記の田畑 『奄美の暮しと儀礼』,273-302ページ｡初出は 『沖縄文化』第25巻2号｡
64) 横山前掲 ｢久米島具志川の日選び｣36ページ参照, また輿世永家文書398番 『日撰吉凶抜書
ロ』,宮城家文書50番 『[選日暦]』(宮城仁収氏自製),上江洲家文書572番 『覚』を参照｡番号
は前掲,平成8-10年度科学研究補補助金基盤研究 (A)(1)成果報告書別冊 『久米島具志川上




67) 近年の研究では,つぎのものを参照｡小池淳一 ｢書くことと肥ること -沖縄宮古島のソウシ
｣ー『民族学研究』65巻4号 (2001)所収｡小池氏は自らの長期かつ広範な聞き取りをもとに,
先行研究を再考し,双紙を書写することの人類学的意味を探られた｡
68) 国立国会図書館の新城文庫には,宝暦二年 (1752)から天保十五年 (1844)までに出された
24点の,また姫路の橋本文庫には,安永二年 (1773)から嘉永六年 (1853)までに出された23
点の一枚刷りコレクションがある｡今後の検討が待たれる｡











大 雑 書 考 (横山)
75) N.Hayashi& P.Kornicki,EarlyJapaneseBooksinCambridgeUniversityLibylary,
Cambridge:CambridgeUniversityPress,1991,p.44.
76) 橋本万乎 『大ざつしよ』こつう豆本 108,日本古書通信社,1994,10-13ページ｡
77) -ーンのこのような精神世界については平川祐弘氏の先駆的な研究がある｡ たとえば, ｢-異
端児の霊の世界- 来日以前と以後のハーン｣(同 『小泉八雲 西洋脱出の夢』新潮社,1981所
収)｡なお同氏の近年のものでは,｢小泉八雲と霊の世界｣(同 『オリエンタルな夢』筑摩書房,
1996所収)を参照｡
78) ダニエル･ファーブル ｢書物とその魔術- 十九 ･二十世紀におけるピレネー地方の読者た
ち｣,R. シャルチェ編,水林 章,泉 利明,露崎俊和訳 『書物から読書へ』みすず書房,1992
所収,293,295-296ページ｡
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